
 

 

 

 

 

                                

 

 

学校長    紀 谷 貴 美 子 
 

雪が雨に変わり、だんだんと春が近づいてくるのを感じます。校庭では、紅梅が咲き出しました。本

校の梅は美しく良い香りの花だけではなく、大きな実がなることも楽しみがあります。 

さて、先日は年度最後の参観・懇談に多数お越しいただきまして、ありがとうございました。 

１年生は、音楽の合唱・合奏の発表会を、２年生は「わたしの成長」の発表会を、３年生は１年間の行

事の作文発表や、「わたしたちのじまん」の発表を、４年生は班で１つの作文を考えての発表会や、「SDG

ｓカレンダー交流会」を、５年生は「ミョウバンの溶け方」の実験や「公害」についての発表会を、６年

生は「６年間の集大成」「本音のスピーチ」の発表をしました。 

参観授業では、今まで学習してきたことの集大成であったり、日頃の授業の様子であったりとそれぞ

れの場面を学級でご覧いただいたと思います。保護者の方々がご覧になり、ひと昔前の授業との違いを

感じられたと思います。 

今の学校教育は、『新学習指導要領』に基づき、「主体的・対話的で深い学び」の中で「生きる力」を

育むこと、また、『令和の日本型学校教育』では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現をめざ

すことが示されています。それらのことを念頭に、学校では、教師主体の授業から子どもたち主体の授

業へ、また、個の学びを大切にした上で、他者との話し合いやかかわりを多く持つことで、さらなる学

びを深めていく授業へと変わっています。   

さらには、日ごろの授業で子どもたちが主体的にタブレット端末を活用し、子どもたち同士で交流を

したり、大型 TV などの ICT 機器を活用し内容を映し出したりする試みを行っています。  

我々教師も時代にあった新しい教育の在り方を模索しながら取り組んでいます。 
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